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せとうち広
報

「人と自然が織りなす しあわせ実感都市 瀬戸内」を目指して

び、家族連れや同日開催された黒田サミット in 瀬戸内市（本紙７ページ参照）
の参加者などでにぎわいました。また妙興寺の仁王門前では、名刀太鼓によ
る太鼓演奏が行われ、勇壮な音色が会場を盛り上げていました。

11 月 25 日、長船町
福岡で、中世福岡の
市を再現する備前福
岡の大市が開催され
ました。妙興寺から
延びる市場小路に
は、野菜、地元の特
産品、手作りの雑貨
などが販売されるテ
ントがずらりと並
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間
も
な
く
所
得
税
と
市
県
民
税

の
申
告
の
時
期
に
な
り
ま
す
。
必

要
な
書
類
を
準
備
し
て
、
申
告
し

て
く
だ
さ
い
。

　

あ
ら
か
じ
め
国
税
庁
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の
「
確
定
申
告
書
等
作
成

コ
ー
ナ
ー
」
を
利
用
す
る
な
ど
し

て
自
分
で
申
告
書
を
作
成
し
、
提

出
す
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

　

ま
た
、電
子
申
告（
ｅ-

Ｔ
ａ
ｘ
）

を
利
用
し
て
確
定
申
告
書
を
提
出

す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　

本
人
の
電
子
署
名
と
電
子
証
明

書
を
添
え
て
送
信
し
た
人
は
、
最

高
３
、０
０
０
円
の
税
額
控
除
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
（
平
成

19
〜
23
年
分
に
利
用
し
た
人
以

　

平
成
25
年
１
月
１
日
現
在
、
市

内
に
住
所
が
あ
る
人
は
、
原
則
と

し
て
市
県
民
税
の
申
告
が
必
要
で

す
。
た
だ
し
、
次
の
要
件
に
該
当

す
る
人
は
申
告
の
必
要
は
あ
り
ま

せ
ん
。

　

・
所
得
税
の
確
定
申
告
を
し
た
人

　

・
平
成
24
年
中
の
所
得
が
給
与
ま

　

た
は
公
的
年
金
の
み
で
あ
る
人

※
平
成
24
年
中
の
所
得
が
給
与
ま

　

た
は
公
的
年
金
の
み
の
人
で
、

　

さ
れ
た
も
の
）
に
、
所
得
税
の

　

住
宅
ロ
ー
ン
控
除
に
関
す
る
事

　

項
の
記
載
が
あ
る
場
合

※
市
県
民
税
の
納
税
通
知
書
は
６

　

月
中
旬
の
発
送
を
予
定
し
て
い

　

ま
す
。
送
達
し
た
後
に
申
告
書

　

を
提
出
す
る
場
合
は
、
市
県
民

　

税
の
住
宅
借
入
金
等
特
別
税
額

　

控
除
を
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

② 

適
用
を
受
け
よ
う
と
す
る
年
度

の
初
日
の
属
す
る
年
の
１
月
１

日
に
お
い
て
、
源
泉
徴
収
義
務

の
あ
る
給
与
支
払
者
か
ら
給
与

の
支
払
い
を
受
け
て
い
る
者

が
、
租
税
特
別
措
置
法
第
41
条

の
２
の
２
に
規
定
す
る
年
末
調

整
に
係
る
住
宅
借
入
金
等
を
有

す
る
場
合
の
所
得
税
額
の
特
別

控
除
を
受
け
て
い
る
場
合

 

年
金
所
得
者
の
確
定
申
告
不
要
制
度

　

公
的
年
金
等
の
収
入
金
額
が

４
０
０
万
円
以
下
で
、
か
つ
公
的

年
金
等
に
係
る
雑
所
得
以
外
の
所

得
金
額
が
20
万
円
以
下
で
あ
る
場

合
に
は
、
確
定
申
告
は
必
要
あ
り

ま
せ
ん
。

　

た
だ
し
、
所
得
税
の
還
付
を
受

け
る
た
め
に
は
、
確
定
申
告
書
を

提
出
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
市
県
民
税
の
申
告
が
必
要
な

場
合
が
あ
り
ま
す
。

 

生
命
保
険
料
控
除
が
変
わ
り
ま
し
た

　

平
成
24
年
分
の
確
定
申
告
か
ら

生
命
保
険
料
控
除
の
対
象
と
な
る

契
約
が
一
部
変
更
さ
れ
ま
し
た
。

　

対
象
と
な
る
契
約
は
次
の
５
契

約
と
な
り
、
控
除
限
度
額
も
変
更

さ
れ
ま
し
た
。

▽
所
得
税
の
控
除
限
度
額

① 

新
一
般
保
険
契
約
（
平
成
24
年

１
月
１
日
以
後
に
締
結
し
た
も

の
）　

限
度
額
４
万
円

② 

旧
一
般
保
険
契
約
（
平
成
23
年

12
月
31
日
以
前
に
締
結
し
た
も

の
）　

限
度
額
５
万
円

③ 

新
介
護
医
療
保
険
契
約
（
平
成

24
年
１
月
１
日
以
後
に
締
結
し

た
も
の
）　

限
度
額
４
万
円

④ 

新
個
人
年
金
保
険
契
約
（
平
成

24
年
１
月
１
日
以
後
に
締
結
し

た
も
の
）　

限
度
額
４
万
円

⑤ 

旧
個
人
年
金
保
険
契
約
（
平
成

23
年
12
月
31
日
以
前
に
締
結
し

た
も
の
）　

限
度
額
５
万
円

※
①
〜
⑤
の
合
計
額
が
保
険
料
控

　

除
の
金
額
と
な
り
ま
す
が
、
こ

【
市
県
民
税
の
住
宅
借
入
金
等
特

別
税
額
控
除
に
つ
い
て
】

　

市
県
民
税
に
お
け
る
住
宅
借
入

金
等
特
別
税
額
控
除
は
、
次
の
い

ず
れ
か
の
場
合
に
適
用
さ
れ
ま
す
。

①
適
用
を
受
け
よ
う
と
す
る
年
度

　

分
の
市
県
民
税（
個
人
住
民
税
）

　

の
申
告
書
も
し
く
は
前
年
分
の

　

所
得
税
の
確
定
申
告
書
（
い
ず

　

れ
も
市
県
民
税
の
納
税
通
知
書

　

が
送
達
さ
れ
る
時
ま
で
に
提
出

西大寺税務署では、確定申告期間中の日曜日に
申告相談を実施する日を設けています。

▽相談日時　２月 24 日（日）、３月３日（日）
　午前９時～午後４時

▽会場　ままかりフォーラム　
　　　　（岡山市北区駅元町 14 -１）
※駐車場は有料です。
■問い合わせ先
　西大寺税務署　☎０８６-９４２ - ３８１５

　

所
得
税
の
源
泉
徴
収
税
額
は
な

　

い
が
医
療
費
控
除
、
寄
付
金
控

　

除
、
雑
損
控
除
、
扶
養
控
除
な

　

ど
を
受
け
よ
う
と
す
る
人
は
申

　

告
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
公
的
年
金
受
給
者
で
、
扶
養
親

　

族
等
申
告
書
を
日
本
年
金
機
構  

　

へ
提
出
し
て
い
な
い
人
は
、
扶

　

養
控
除
の
申
告
を
す
る
と
市
県

　

民
税
が
少
な
く
な
る
こ
と
が
あ

　

り
ま
す
。

　

老
齢
年
金
は
、
所
得
税
法
上
の

雑
所
得
と
し
て
課
税
の
対
象
に
な

り
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
老
齢
年
金
を
受
け

て
い
る
人
に
は
、
日
本
年
金
機
構

か
ら
１
年
間
の
年
金
の
支
払
総
額

な
ど
を
記
載
し
た
源
泉
徴
収
票
が

１
月
末
日
ま
で
に
送
付
さ
れ
ま
す

の
で
、
確
定
申
告
の
際
に
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

　

２
月
に
な
っ
て
も
源
泉
徴
収
票

が
届
か
な
い
と
き
や
紛
失
し
た

場
合
は
、「
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル
」

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

急
ぐ
場
合
は
、
近
く
の
年
金
事

務
所
で
再
発
行
し
ま
す
の
で
、
申

し
出
て
く
だ
さ
い
。

確定申告

確定申告期間中の日曜日も相談を実施

 

要
介
護
認
定
を
受
け
て
い
る
人

 

の
障
害
者
控
除

開催日 地区 会場

２
月

18 日（月） 西須恵・東須恵・飯井

ゆめトピア長船
２階リフレッシュスタジオ

19 日（火） 牛文・磯上
20 日（水）※ 福里・土師
21 日（木）※ 福岡
22 日（金） 服部
25 日（月） 八日市・長船
26 日（火）※ 長浜

牛窓町公民館
３階大会議室

27 日（水）※ 鹿忍・千手
28 日（木） 牛窓

３
月

1日（金） 牛窓
4日（月） 福谷・虫明 裳掛コミュニティセンター
5 日（火）※ 上笠加・下笠加・箕輪・北池

瀬戸内市役所
２階大会議室

6日（水）※ 大富・福山・向山・北島
7日（木） 尻海・庄田
8日（金） 東谷・豊原・大窪
11 日（月） 尾張・山手・豊安
12 日（火） 山田庄
13 日（水） 本庄・上山田・下山田
14 日（木） 豆田・福元・百田・宗三・福中
15 日（金） 地区指定なし

申告相談会場地区別日程表

特集

　

の
合
計
額
が
12
万
円
を
超
え
る

　

場
合
に
は
、
生
命
保
険
料
控
除

　
対
象
額
は
12
万
円
と
な
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

税
務
課

　

☎
０
８
６
９-

２
２-

１
１
１
４

　

国
税
庁

　

HP http://w
w
w
.nta.go.jp/

　

要
介
護
認
定
を
受
け
て
い
る
人

は
、
そ
の
認
定
状
況
に
よ
り
、
所

得
税
・
市
県
民
税
の
障
害
者
控
除

を
受
け
ら
れ
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。
該
当
す
る
場
合
は
、
申
請
を

し
て
く
だ
さ
い
。

▽
認
定
基
準
日

　

平
成
24
年
12
月
31
日

▽
申
請
方
法

　

障
害
者
控
除
対
象
者
認
定
申
請

書
は
福
祉
課
、
保
健
福
祉
部
邑
久

分
室
、
牛
窓
支
所
、
裳
掛
出
張
所

に
あ
り
ま
す
。
申
請
書
に
必
要
事

項
を
記
入
、
押
印
の
上
、
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

※
障
害
者
控
除
対
象
者
認
定
書
の

　
交
付
に
は
約
10
日
か
か
り
ま
す
。

※ 

平
成
24
年
12
月
31
日
の
時
点
で

 

老
齢
年
金
の
源
泉
徴
収
票

障
害
者
手
帳
を
持
っ
て
い
る
人

は
、
手
帳
に
よ
り
障
害
者
控
除

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

▽
申
請
先

　

福
祉
課
、
保
健
福
祉
部
邑
久
分

室
、
牛
窓
支
所
、
裳
掛
出
張
所

■
問
い
合
わ
せ
先

　

福
祉
課

　

☎
０
８
６
９-

２
６-

５
９
４
３

※印が付いた開催日には、西大寺税務署の職員も同会場で相談を受け付
けます。（地区指定なし）

　

な
お
、
障
害
年
金
や
遺
族
年
金

に
つ
い
て
は
非
課
税
で
す
の
で
、

源
泉
徴
収
票
の
送
付
は
あ
り
ま

せ
ん
。

■
問
い
合
わ
せ
先　

　

ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル

　

☎
０
５
７
０-

０
５-

１
１
６
５

※
０
５
０
ま
た
は
０
７
０
か
ら
始

　

ま
る
電
話
の
場
合

　

☎
０
３-

６
７
０
０-

１
１
６
５

　

岡
山
東
年
金
事
務
所 

　

☎
０
８
６-

２
７
０-

７
９
２
９

　

・
給
与
の
年
収
が

　

２
千
万
円
を
超
え

　

る
人

　

　

・
医
療
費
控
除
、
寄

　

付
金
控
除
、
雑
損

　

控
除
、
住
宅
借
入

　
金
等
特
別
控
除（
１

　

年
目
）
な
ど
を
受

　

け
る
人

※
生
命
保
険
や
損
害

　

保
険
の
満
期
・
解

　

約
保
険
金
も
一
時

　

所
得
と
し
て
申
告

　

の
必
要
が
あ
る
場

　

合
が
あ
り
ま
す
。

 

市
県
民
税
の
申
告  

 

が
必
要
な
人

外
）。
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▽
申
告
相
談
開
催
日
・
地
区
別
会
場

　

市
で
は
地
域
別
に
申
告
相
談
会

場
を
設
け
ま
す
。
申
告
相
談
を
希

望
す
る
人
は
、
申
告
相
談
会
場
地

区
別
日
程
表
（
下
表
）
を
確
認
の

上
、
会
場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

※
４
カ
所
の
申
告
会
場
が
あ
り
ま

　

す
が
、
開
い
て
い
る
会
場
は
常

　

に
１
カ
所
だ
け
で
す
。　

▽
相
談
時
間　
午
前
９
時
〜
正
午
、

　

午
後
１
〜
４
時

▽
申
告
時
に
必
要
な
も
の

　

　

源
泉
徴
収
票
、
生
命
保
険
な
ど

の
支
払
証
明
書
、
印
鑑
、
通
帳
、

そ
の
他
必
要
書
類

 

所
得
税
の
確
定
申
告
が
必
要
な
人

　

・
営
業
、
農
業
、
不
動
産
な
ど
の

　

所
得
が
あ
る
人
で
、
昨
年
１
年

　

間
の
合
計
所
得
金
額
が
、
基
礎

　

控
除
、
配
偶
者
控
除
、
扶
養
控

　

除
な
ど
の
所
得
控
除
の
合
計
額

　

を
超
え
る
人

　

・
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
な
ど
で
、
給
与

　

所
得
以
外
の
所
得
の
合
計
額
が

　

20
万
円
を
超
え
る
人

　

・
２
カ
所
以
上
か
ら
給
与
を
も
ら

　

っ
て
い
る
人

が始まります

23



▽
対
象
者

　

保
護
者
と
死
別
し
た
義
務
教
育

修
了
前
（
15
歳
に
達
し
た
日
の
属

す
る
学
年
の
末
日
以
前
を
い
い
、

同
日
以
降
引
き
続
い
て
中
学
校
ま

た
は
特
別
支
援
学
校
の
中
学
部
に

在
学
す
る
場
合
に
は
、
そ
の
在
学

す
る
期
間
を
含
む
）
の
児
童
（
以

下
「
遺
児
」
と
い
う
）

※
市
内
に
住
所
を
有
し
な
い
と
き

　

お
よ
び
保
護
者
が
再
婚
し
た
と

　

き
は
支
給
で
き
ま
せ
ん
。

▽
内
容
・
支
給
額
（
す
べ
て
子
ど

　

も
１
人
当
た
り
）

①
保
護
者
死
亡
見
舞
金　

３
万
円

　

小
・
中
学
校
や
特
別
支
援
学
校

の
小
・
中
学
部
在
学
中
に
遺
児
に

な
っ
た
と
き

②
入
学
激
励
金　

３
万
円

　

遺
児
が
小
・
中
学
校
な
ど
へ
入

学
し
た
と
き

③
卒
業
激
励
金　

３
万
円

　

遺
児
が
中
学
校
な
ど
を
卒
業
す

る
と
き

④
交
通
遺
児
激
励
金　

１
万
円

　

交
通
事
故
に
よ
り
保
護
者
と
死

別
し
た
遺
児
が
小
・
中
学
校
な
ど

へ
入
学
・
進
級
す
る
と
き　
　
　

▽
手
続
き
に
必
要
な
も
の

　

・
申
請
書
（
窓
口
に
設
置
）

生
活
と
環
境

安
全
通
信

ま
ち
の
話
題

知
っ
得
！
情
報

み
ん
な
の
広
場

く
ら
し
の
情
報

ま
な
び
の
部
屋

健
康
ラ
イ
フ

行政からのお知らせ

 

レ
モ
ン
の
苗
木
を
無
料
で
配
布
し
ま
す

 

瀬
戸
内
市
発
ブ
ラ
ン
ド
「Setouchi  Kirei

」
を
身
近
に

さ
ん
に
身
近
に
感
じ
て
も
ら
う
た

め
に
、
苗
木
を
無
料
で
配
布
す
る

こ
と
と
し
、
配
布
対
象
者
を
募
集

し
ま
す
。

▽
募
集
期
間

　

平
成
25
年
２
月
４
日
（
月
）
〜

28
日
（
木
）（
消
印
有
効
）

▽
対
象
者

　

市
内
に
居
住
し
、
苗
木
を
配
布

場
所
に
取
り
に
来
る
こ
と
が
で
き
、

大
切
に
育
て
る
こ
と
が
で
き
る
人

▽
配
布
数　

３
０
０
本
（
予
定
）

　

瀬
戸
内
市
発
ブ
ラ
ン
ド
は
、

瀬
戸
内
市
の
「
美
し
さ
」
を

ブ
ラ
ン
ド
コ
ン
セ
プ
ト
と
し
、

「Setouchi K
irei(

セ
ト
ウ
チ

キ
レ
イ)

」
と
表
現
し
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
、
こ
の
ブ
ラ
ン
ド
を
市

内
の
農
水
産
業
・
加
工
・
販
売
な

ど
の
関
係
者
や
消
費
者
、
地
域
の

皆
さ
ん
と
と
も
に
育
み
、
発
信
す

る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
び
、
ブ
ラ
ン
ド
の
先
導

作
物
で
あ
る
レ
モ
ン
を
市
民
の
皆

が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

教
育
委
員
長
は
、
教
育
委
員
の

中
か
ら
選
挙
で
選
ば
れ
、
教
育
委

員
会
の
会
議
を
主
宰
し
、
教
育
委

員
会
を
代
表
す
る
も
の
で
す
。

　

任
期
は
平
成
24
年
12
月
25
日
か

ら
平
成
25
年
12
月
24
日
ま
で
の
１

年
間
で
す
。

　

馬
場
氏
は
元
小
学
校
長
で
、
平

成
20
年
12
月
か
ら
教
育
委
員
に
就

任
し
て
い
ま
す
。

し
て
鳥
越
貞
成
氏
（
42
歳
・
岡
山

市
）
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
24
年
12
月
10
日
の
市
議
会

定
例
会
で
同
意
を
得
て
選
任
さ
れ

た
も
の
で
、
任
期
は
平
成
24
年
12

月
25
日
か
ら
平
成
28
年
12
月
24
日

ま
で
の
４
年
間
で
す
。

馬場俊晴氏

　

日
本
年
金
機
構
で
は
、
年
金
記
録

問
題
の
解
決
に
向
け
て
、
こ
れ
ま
で

「
ね
ん
き
ん
定
期
便
」
な
ど
を
送
り
、

確
認
を
お
願
い
し
て
き
ま
し
た
が
、

い
ま
だ
に
約
２
、２
０
０
万
件
の
持

ち
主
が
確
認
で
き
て
い
な
い
記
録
が

残
っ
て
い
ま
す
。

　

平
成
25
年
１
月
か
ら
「
気
に
な
る

年
金
記
録
、再
確
認
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」

を
開
始
し
て
い
ま
す
。

　
「
自
分
の
年
金
記
録
に
漏
れ
や
誤

り
が
あ
る
の
で
は
」
と
い
っ
た
心
配

の
あ
る
人
は
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

約
９
人
に
１
人
は
年
金
記
録
が
見

つ
か
っ
て
い
ま
す
。

例
１　

若
い
頃
に
勤
め
て
い
た
記
録

　
　
　

が
見
つ
か
っ
た
。

例
２　

結
婚
前
の
旧
姓
の
記
録
が
見

　
　
　

つ
か
っ
た
。

例
３　

名
前
の
読
み
方
が
誤
っ
て
登
録

　
　
　

さ
れ
て
い
た
記
録
が
見
つ
か
っ
た
。

■
問
い
合
わ
せ
先　

　

ね
ん
き
ん
定
期
便
・
ね
ん
き
ん　

　

ネ
ッ
ト
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

　

☎
０
５
７
０ -

０
５
８-

５
５
５

※
０
５
０
ま
た
は
０
７
０
か
ら
始
ま

　

る
電
話
の
場
合

　

☎
０
３ - 

６
７
０
０- 

１
１
４
４

　

岡
山
東
年
金
事
務
所 

　

☎
０
８
６-

２
７
０-

７
９
２
９

手
続
き
を
済
ま
せ
て
い
な
い

と
、入
札
に
参
加
で
き
ま
せ
ん
。

■
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先

　

契
約
管
財
課

　
☎
０
８
６
９-
２
２-

２
０
７
９

　

〒
７
０
１-
４
２
９
２

　
瀬
戸
内
市
邑
久
町
尾
張
３
０
０
番
地
１

　
牛窓地域、邑久町本庄の一部で実証運行を行っている

「モーモーバス」（瀬戸内市デマンドバス）の予約受付時
間などが２月１日から次のとおり変更されます。

■問い合わせ・予約先
　東備バス株式会社　
　☎０８６９-３４- ２３７７
　HP　https://ushimado.koko-bus.com/

【２月１日から（変更後）】

▽電話予約受付時間　午前７時 30分～午後４時
※希望出発時刻の 30分前までに予約

【１月 31 日まで（変更前）】

▽電話予約受付時間　午前８時～午後４時
※希望出発時刻の１時間前までに予約

売り払いの対象となる公有財産の概要
物件
番号 所在地 区分 旧用途 公簿数量

 　　     　㎡
最低売払価格
       　    円

摘要

1 瀬戸内市牛窓町牛窓 4951 番 32 土地 道路改良残地 222 00 5,823,000 更地

2 瀬戸内市牛窓町長浜 6885 番 35 土地 仮設駐車場 459 00 2,322,000 更地

3
瀬戸内市長船町土師 144 番 13 土地 長船交番敷地 178 96

5,071,000 一部構造
物あり瀬戸内市長船町土師 145 番 3 土地 長船交番敷地 0 21

※物件番号３は、２筆の土地を一体で売り払います。なお、145 番 3 は、公簿地目が雑種地ですが、現況は 144 番 13 の宅地の
　一部とみなされますので、地目変更および合筆については、買受人が必要に応じて行ってください。

鳥越貞成氏

モーモーバスの
予約受付時間などが変わります

▽
応
募
方
法

　

住
所
、
氏
名
、

連
絡
先
、
希
望
本

数
（
２
本
ま
で
）

を
記
入
し
て
、
は

が
き
か
Ｆ
Ａ
Ｘ
で

申
し
込
ん
で
く
だ

さ
い
。

　

応
募
者
多
数
の

場
合
は
、
抽
選
を

行
い
ま
す
。

　

配
布
対
象
者
に

は
、３
月
上
旬
に
、

は
が
き
で
配
布
時

期
（
３
月
下
旬
を

予
定
）、
配
布
場

所
（
市
内
）
な
ど
を

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先

　

産
業
振
興
課　

　

☎
０
８
６
９-

２
２-

３
９
３
４

　

FAX
０
８
６
９-
２
２-

３
９
６
５

　

〒
７
０
１-
４
２
９
２

　

瀬
戸
内
市
邑
久
町
尾
張
３
０
０-

１                  

 

選
任
さ
れ
ま
し
た

 

教
育
委
員
長
な
ど

　

瀬
戸
内
市
教
育
委
員
長
に
馬
場

俊
晴
氏
（
69
歳
・
牛
窓
町
長
浜
）

■
問
い
合
わ
せ
先

　

監
査
委
員
事
務
局　

　

☎
０
８
６
９-

２
２-

１
１
９
３

 

支
給
し
ま
す　

 

遺
児
激
励
金

　

市
で
は
、
保
護
者
を
亡
く
し
た

児
童
の
健
全
な
育
成
と
福
祉
の
増

進
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
遺

児
激
励
金
を
支
給
し
ま
す
。
対
象

と
な
る
児
童
の
保
護
者
ま
た
は
児

童
を
実
際
に
監
護
す
る
人
は
申
請

し
て
く
だ
さ
い
。

　

・
印
鑑

　

・
保
護
者
名
義
の
振
込
口
座

■
問
い
合
わ
せ
・
申
請
先

　

子
育
て
支
援
課

　

☎
０
８
６
９-

２
６-

５
９
４
７ 

 

入
札
を
実
施
し
ま
す

 

公
有
財
産
の
売
り
払
い

　

市
が
保
有
す
る
公
有
財
産
の
う

ち
、
次
の
物
件
を
一
般
競
争
入
札

に
よ
り
売
り
払
い
ま
す
。

　

入
札
参
加
を
希
望
す
る
人
は
、

公
告
お
よ
び
入
札
要
領
を
確
認
の

上
、
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

▽
物
件
概
要　

下
表
の
と
お
り

▽
申
込
期
限　

３
月
５
日
（
火
）

　

 

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15

分 （
平
日
の
み
）

▽
申
込
方
法

　

契
約
管
財
課
で
申
込
書
な
ど
を

交
付
し
ま
す
の
で
、
必
要
事
項
を

記
入
の
上
、
持
参
ま
た
は
郵
送
で

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

郵
送
で
請
求
す
る
と
き
は
、
宛

先
明
記
で
２
４
０
円
切
手
を
貼
っ

た
A
４
の
返
信
用
封
筒
を
同
封
し

て
、
契
約
管
財
課
あ
て
に
送
付
し

て
く
だ
さ
い
。

※ 

申
込
期
限
ま
で
に
入
札
参
加
の

　

ま
た
、
教
育
委
員
と
し
て
水
野

勝
紀
氏
（
57
歳・邑
久
町
上
笠
加
）

が
再
任
さ
れ
、
教
育
委
員
長
職
務

代
理
者
に
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

総
務
学
務
課　

　

☎
０
８
６
９-

３
４-

５
６
４
０

 

選
任
さ
れ
ま
し
た

 
識
見
監
査
委
員

　

市
の
監
査
委
員
に
、
識
見
者
と

45
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　11 月 17 日、中央公民館（邑久

町尾張）で、わくわくチャレンジ

（スイーツ作り）を行いました。

　幼児、児童らとその保護者ら

15 人が参加し、スイートポテト

とフルーツ入りヨーグルトムース

を作りました。

　子どもたちも包丁を握り、さつ

まいもを小さく切って下準備。ス

イートポテトが焼き上がるころに

は、香ばしい香りが会場を包み込

んでいました。

    スイーツ作りに挑戦スイーツ作りに挑戦

　11月 16・17日、中央公民館（邑久町尾張）で、

としょかん未来ミーティングとしょかん未来ミーティングを開催しました。第

６回目となる今回は「子ども編」と題して行い、

企画、運営は市内の中・高校生が行いました。

　17日には、邑久中学校・長船中学校・邑久高等

学校で行った図書館についてのアンケート結果の

発表の後、小学生を含む参加者約 20人がグルー

プ討議を行い、新図書館への要望などを話し合い

ました。

　グループ討議では、「新しい本をたくさん入れて

ほしい」「勉強できる個室がほしい」「DVDを借りら

れるようにしてほしい」などの意見が出されました。

   こんな図書館があったらいいなこんな図書館があったらいいな　　　　　　　　　　としょかん未来ミーティング子ども編　　　　　　　　　　としょかん未来ミーティング子ども編

ミカンとヨーグルトをミキサーでかき混ぜる

　11 月 23 日、ゆめトピア長船で、瀬戸内市青少

年健全育成推進大会（兼瀬戸内市 PTA 連合会研

修会・兼家庭教育学級合同研修会）を開催しました。

　第一部として、「明るい家庭づくり作文」の発

表が児童・生徒・保護者らにより行われ、発表者

は家庭での出来事や体験を通して、家族の絆が強

まったことなどを話しました。第二部では、ダウ

ン症の女流書家・金澤翔子さんの母である金澤泰

子氏が講演を行いました。金澤氏は、翔子さんを

育てる過程を振り返り、「辛く苦しい思いをして

いても、後で振り返ると一つとして無駄なことは

ない。闇の中にこそ光がある」などと話しました。

   地域の子どもは地域で育てる地域の子どもは地域で育てる　　　　　　　瀬戸内市青少年健全育成推進大会　　　　　　　瀬戸内市青少年健全育成推進大会

講演を行った金澤氏（左上） ／児童による瀬戸内市優秀賞を受賞した作文の朗読（右下）

付箋紙や色ペンを使って意見をまとめる（左下） ／アンケート結果の発表（右上）式辞を述べる武久市長

　11 月９日、ゆめトピア長船で、戦没者追悼式

を行いました。式典には、太平洋戦争などで犠牲

になった戦没者 1,378 柱の遺族の皆さんのほか、

約 240 人が参列しました。

　君が代斉唱、黙とうに続き、武久顕也市長が「尖

閣諸島、竹島の領有権問題が生じるなど恒久平和

への努力が試されている。大きな難題を乗り越え

て、平和な世の中になることを切に望む」と式辞

を述べました。

　その後、来賓や遺族など参列者の皆さんは、市

職員から白菊を手渡されると、祭壇の前に献花を

行い、戦没者に鎮魂の祈りをささげました。

  戦没者に鎮魂の祈り戦没者に鎮魂の祈り 戦没者追悼式

    健康や障害などに関する理解を深めました健康や障害などに関する理解を深めました せとうち保健福祉フェスタ 2012

　11 月 18 日、ゆめトピア長船で、せとうち保健

福祉フェスタ 2012 が開催されました。

　田淵泰子氏による講演会では、地域交流イベン

トでの精神疾患の当事者と地域の皆さんの関わり

や京山中学校（岡山市北区）で行っている「心の

病気を学ぶ授業」などを紹介しながら、ささいな

ことから差別や偏見が生まれることや、相互理解

の機会や各種疾患について学ぶ機会を設けること

の重要性について話しました。

　また、障害者スポーツを題材にした映画の上映

や、保健・福祉に関する各種相談、支援学校など

を紹介する展示も行われました。  薬を作る手順を学ぶ子ども調剤体験（左下） ／ 相互理解などの重要性を学んだ講演（右上）

実践発表を行った関係５市の行政・市民団体代表者（左下） ／ 黒田美江子氏による講演（右上）

　11 月 25 日、ゆめトピア長船で、戦国時代の武

将・黒田官兵衛にゆかりの自治体や関係団体など

が一堂に会して交流する黒田サミット in 瀬戸内

市を開催しました。黒田家 16 代当主・黒田長高

氏のあいさつに続き、優れた先見性と洞察力を持

ち、数々の軍功を挙げたにも関わらず、生涯謙虚

な態度を貫いた官兵衛の人生について、歴史研究

家の黒田美江子氏が講演を行いました。

　また、黒田家に関係する５市（滋賀県長浜市・兵

庫県姫路市・大分県中津市・福岡県福岡市・瀬戸内

市）の行政・市民団体代表者が「黒田官兵衛をとお

した町づくり」をテーマに実践発表を行いました。

  黒田官兵衛ゆかりの自治体などが交流黒田官兵衛ゆかりの自治体などが交流 黒田サミット in 瀬戸内市  中央公民館わくわくチャレンジ
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普
通
救
命
講
習
と
は
、
あ
な
た

の
身
の
ま
わ
り
で
突
然
の
病
人
や

け
が
人
が
発
生
し
た
際
に
、
応
急

手
当
が
素
早
く
で
き
る
よ
う
に
す

る
た
め
の
実
技
講
習
会
で
す
。

　

心
臓
や
呼
吸
が
止
ま
っ
た
人
の

治
療
は
１
分
１
秒
を
争
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
時
に
、
付
近
に
居
合

わ
せ
た
人
が
速
や
か
な
応
急
手
当

を
施
せ
ば
、
傷
病
者
の
救
命
率
や

社
会
復
帰
率
が
一
層
向
上
す
る
こ

と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

瀬
戸
内
市
内
に
お
い
て
も
、
普

通
救
命
講
習
を
受
講
し
た
人
が
病

人
や
け
が
人
に
応
急
手
当
を
行

い
、
心
肺
蘇
生
法
に
よ
り
一
命
を

と
り
と
め
た
症
例
も
あ
り
ま
す
。

　

講
習
内
容
は
、
応
急
手
当
の
必

要
性
、
心
肺
蘇
生
法
お
よ
び
大
出

血
時
の
止
血
法
を
中
心
と
し
た
３

　平成 24年 4～ 12月における市民１人
１日当たりのごみ排出量は 730㌘で、基
準値 782㌘からの減量率は 6.6％でした。
　ごみ 30％減量での目標値 547㌘まで、
あと 183㌘です。
　これは、レタス 1/2 個分
に相当します。
　引き続き、ごみの減量
にご協力をお願いします。

生
活
と
環
境

安
全
通
信

み
ん
な
の
広
場

ま
ち
の
話
題

知
っ
得
！
情
報

く
ら
し
の
情
報

ま
な
び
の
部
屋

健
康
ラ
イ
フ

普
通
救
命
講
習
を
受
講
し
ま
し
ょ
う

時
間
の
講
習
で
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ん
を
は
じ
め
と
す

る
各
種
団
体
や
市
内
の
事
業
所
な

ど
か
ら
希
望
が
あ
れ
ば
消
防
本
部

で
受
講
、
も
し
く
は
消
防
本
部
が

指
導
者
を
派
遣
し
講
習
を
行
う
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

大
切
な
命
を
救
う
た
め
、
あ
な

た
も
普
通
救
命
講
習
を
受
講
し
ま

し
ょ
う
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

消
防
本
部
警
防
課

 

ゆ
と
り
を
持
っ
た
運
転
を

 

ス
ピ
ー
ド
ダ
ウ
ン
運
動

　

自
動
車
な
ど
の
最
高
速
度
違
反

（
ス
ピ
ー
ド
違
反
）
は
死
亡
事
故

に
つ
な
が
り
や
す
く
、
注
意
が
必

要
で
す
。

　

気
ぜ
わ
し
い
時
期
は
、
特
に
制

限
速
度
を
守
り
、
次
の
こ
と
に
気

を
つ
け
、
心
に
ゆ
と
り
を
持
っ
て

運
転
を
し
ま
し
ょ
う
。

①
安
全
な
速
度
で
運
転

　

通
行
し
て
い
る
道
路
は
、
ど
れ

く
ら
い
の
速
度
で
走
っ
た
ら
い
い

の
か
、
標
識
や
標
示
を
確
認
し
ま

し
ょ
う
。

　

最
高
速
度
の
範
囲
内
で
も
、
道

路
や
交
通
の
状
況
、
天
候
や
視
界

な
ど
を
よ
く
考
え
て
、
安
全
な
速

度
で
走
り
ま
し
ょ
う
。

②
車
間
距
離
は
十
分
に

　

車
は
急
に
は
止
ま
れ
ま
せ
ん
。

危
険
が
発
生
し
た
場
合
で
も
、
安

全
に
停
止
で
き
る
よ
う
な
速
度
で

運
転
し
ま
し
ょ
う
。
特
に
、
高
速

道
路
や
冬
場
の
積
雪
、
凍
結
し
た

道
路
を
走
る
と
き
は
、
車
間
距
離

を
十
分
と
り
ま
し
ょ
う
。

③
夜
間
は
特
に
ス
ピ
ー
ド
の
出
し

　

過
ぎ
に
注
意

　

夜
間
は
周
り
が
見
え
に
く
く
な

り
視
界
が
狭
く
な
る
た
め
、
速
度

の
感
覚
が
鈍
り
が
ち
で
す
。
ス

ピ
ー
ド
メ
ー
タ
ー
で
速
度
を
よ
く

確
認
し
、
安
全
な
速
度
で
運
転
し

ま
し
ょ
う
。

④
カ
ー
ブ
で
は
必
ず
手
前
で
十
分

　

減
速

　

カ
ー
ブ
で
は
、
車
が
外
に
飛

び
出
そ
う
と
す
る
力
が
働
く
の

で
、
カ
ー
ブ
の
手
前
で
十
分
減
速

し
ま
し
ょ
う
。
カ
ー
ブ
の
途
中
で

ブ
レ
ー
キ
を
踏
む
と
ス
リ
ッ
プ
し

て
対
向
車
線
に
は
み
出
し
た
り
、

ガ
ー
ド
レ
ー
ル
な
ど
に
衝
突
す
る

危
険
が
あ
り
ま
す
。

⑤
ス
ピ
ー
ド
を
落
と
し
て
十
分
確
認

　

る
稲
わ
ら
や
海
産
物
な
ど
の
廃

　

棄
物
の
焼
却

　

・「
ど
ん
ど
焼
き
」
な
ど
風
俗
慣

　

習
上
必
要
な
廃
棄
物
の
焼
却

　

・
軽
微
な
た
き
火

■
問
い
合
わ
せ
先

　

生
活
環
境
課

 

す
ぐ
に
連
絡
を

 

飼
い
犬
が
い
な
く
な
っ
た
ら 

　

飼
い
犬
が
い
な
く
な
っ
た
場
合

に
は
、
す
ぐ
に
生
活
環
境
課
と
警

察
に
連
絡
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

市
で
は
、
放
れ
て
い
る
犬
を
保

護
し
た
場
合
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
「
迷
い
犬
保
護
情
報
」
と
し
て

掲
載
し
て
い
ま
す
。
保
護
し
た
日

時
や
場
所
、
犬
の
特
徴
や
写
真
、

収
容
期
限
な
ど
の
情
報
を
提
供
し

て
い
ま
す
。

　

た
だ
し
、
休
日
や
夜
間
に
保
護

し
た
場
合
は
、
掲
載
ま
で
時
間
が

か
か
り
ま
す
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

掲
載
さ
れ
て
い
な
く
て
も
、
ま
ず

は
生
活
環
境
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

　

保
護
し
た
犬
の
飼
い
主
が
名
乗

り
出
な
い
場
合
は
、
岡
山
県
動
物

愛
護
セ
ン
タ
ー
に
引
き
渡
し
ま

す
。
そ
の
後
、
約
１
週
間
の
収
容

期
間
を
過
ぎ
る
と
殺
処
分
さ
れ
ま

す
。
か
わ
い
そ
う
な
犬
を
減
ら
す

た
め
に
も
、
犬
を
放
さ
な
い
よ
う

に
心
掛
け
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

生
活
環
境
課

　

HPhttp://www.city.setouchi.lg.jp/

　

life/mayoiinu.html 

30km

40km

50km

60km

70km

80km

14ｍ
（時速）

22ｍ
空走距離

制動距離
32ｍ

44ｍ

58ｍ

76ｍ

8 6

11 11

14 18

17 27

19 39

22 54

時速100kmで40°

時速70kmで65°

時速40kmで100°

　

動
い
て
い
る
も
の
を
見
る
時
の

視
力
「
動
体
視
力
」
は
、
ス
ピ
ー

ド
が
速
く
な
る
と
低
下
し
て
い
き

ま
す
。
ま
た
、
ス
ピ
ー
ド
を
出
す

ほ
ど
視
野
も
狭
く
な
る
の
で
、
危

険
の
発
見
が
遅
れ
た
り
、
見
落
と

し
が
起
こ
り
や
す
く
な
り
ま
す
。

ス
ピ
ー
ド
を
落
と
し
て
、
し
っ
か

り
周
り
を
確
認
し
な
が
ら
運
転
し

ま
し
ょ
う
。

動態視野

出典：「スピード ダウン プロジェクト おかやま」チラシ

停止距離（空走距離＋制動距離）

停止距離とは、空走距離（車両の運転手が停止の必要を感じたと
きからブレーキが利き始めるまで（約１秒間）に走行する距離）
と制動距離（実際にブレーキが利き始めてから止まるまでの距離）
を合計した距離。雨天の場合は、この長さの1.5倍以上となる。
出典：「スピード ダウン プロジェクト おかやま」チラシ

⑥
事
故
防
止
の
基
本
は「
安
全
運
転
」

　

交
通
ル
ー
ル
や
マ
ナ
ー
を
守
る

こ
と
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
決
し

て
無
理
を
せ
ず
、
焦
ら
ず
、
心
と

体
に
「
ゆ
と
り
」
を
も
っ
て
安
全

運
転
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

地
域
安
全
推
進
室

　

☎
０
８
６
９-

２
２-

３
９
０
４

　

家
庭
で
出
た
ご
み
は
、
適
正
に

分
別
し
、
燃
え
る
ご
み
は
市
の
ご

み
収
集
を
利
用
す
る
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

　

ご
み
を
家
庭
で
燃
や
し
て
処
理

す
る
こ
と
は
、
一
部
の
例
外
を
除

き
法
律
で
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

物
を
燃
や
す
と
、
有
害
な
ダ
イ

オ
キ
シ
ン
類
が
発
生
す
る
可
能
性

が
あ
る
ほ
か
、
臭
い
や
煙
が
布
団

や
洗
濯
物
に
つ
い
た
り
、
吸
い
込

ん
で
気
分
が
悪
く
な
る
な
ど
、
周

囲
に
迷
惑
を
か
け
る
場
合
も
あ
り

ま
す
。

　

ま
た
、
風
の
あ
る
日
に
野
外
で

物
を
燃
や
す
と
、
火
災
の
原
因
と

な
る
危
険
性
が
あ
り
ま
す
。

　

例
外
的
に
野
外
焼
却
が
認
め
ら

れ
て
い
る
の
は
、
次
の
よ
う
な
場

合
の
み
で
す
。
た
だ
し
周
囲
の
環

境
や
天
候
、
時
間
帯
な
ど
に
十
分

注
意
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

・
農
業
や
漁
業
を
営
む
上
で
や
む

　

を
得
な
い
も
の
と
し
て
行
わ
れ

 

野
外
焼
却
は
や
め
ま
し
ょ
う

  

廃
棄
物
処
理
法
で
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す

おひなさまフェスタを開催します

　瀬戸内市消費生活問題研究協議会邑久グルー
プでは、おひなさまフェスタとおひなさまの展
示を行います。歴史あるおひなさまや、会員が
１年をかけて作った、余り布を使った吊り下げ
雛を展示します。
　リサイクルを楽しみながら、桃の節句を一緒
に楽しみませんか。

▽場所　リサイクルプラザ・おく
　　　　（邑久町尾張 483- 6）
【おひなさまフェスタ】

▽日時　２月 24 日（日）午前９時～午後３時

▽内容
　・和紙でおひなさまつくり（午前10時～午後２時）
　・抹茶（上用まんじゅう付き）
　・コーヒー（マドレーヌ付き）※ 1杯 100 円
【展示】　

▽日時　２月 24 日（日）～３月３日（日）
　午前９時～午後４時
※期間中は無休です。
■問い合わせ先　リサイクルプラザ・おく

かわいいおひなさまを見に来ませんか
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楽
し
く
食
事
を
す
る
た
め
に

は
、
食
事
の
マ
ナ
ー
を
身
に
つ
け

て
お
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

本
年
度
、
４・
５
歳
児
の
保
護

者
を
対
象
と
し
て
行
っ
た
ア
ン

ケ
ー
ト
で
、
子
ど
も
の
食
事
の
マ

ナ
ー
で
気
を
つ
け
て
い
る
こ
と
を

尋
ね
た
と
こ
ろ
、「
食
事
の
姿
勢
」

な
ど
に
つ
い
て
は
多
く
の
保
護
者

が
気
を
つ
け
て
い
る
一
方
で
、「
料

理
の
配
膳
」
や
「
茶
わ
ん
の
持
ち

方
」
な
ど
、
気
を
つ
け
て
い
る
人

が
少
な
い
も
の
も
あ
り
ま
し
た
。

　

基
本
的
な
食
事
の
マ
ナ
ー
に
つ

い
て
は
小
さ
い
頃
か
ら
身
に
つ
け

さ
せ
た
い
も
の
で
す
。
ま
ず
は
大

人
が
手
本
と
な
り
、
家
族
で
食
事

を
楽
し
み
な
が
ら
少
し
ず
つ
教
え

ま
し
ょ
う
。

　

基
本
的
な
食
事
の
マ
ナ
ー
の
う

ち
、主
な
も
の
は
次
の
５
つ
で
す
。

①
手
を
洗
う

　

手
に
は
た
く
さ
ん
の
細
菌
が
付

 

野
菜
の
お
い
し
さ
再
発
見
！

 

ベ
ジ
も
っ
と
フ
ェ
ス
タ

　

瀬
戸
内
市
食
育
推
進
委
員
会
で

は
、本
年
度
は
「
野
菜
を
食
べ
る
」

こ
と
を
食
育
推
進
の
最
重
点
目
標

と
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
び
、
地
元
野
菜
の
お
い

し
さ
や
調
理
法
、
健
康
効
果
な
ど

を
市
民
の
皆
さ
ん
に
お
伝
え
す
る

催
し
を
開
催
し
ま
す
。
こ
の
機
会

に
野
菜
の
お
い
し
さ
を
再
発
見
し

て
み
ま
せ
ん
か
。

▽
日
時　

２
月
16
日
（
土
）

　

午
前
10
時
〜
午
後
１
時

▽
場
所　

ゆ
め
ト
ピ
ア
長
船

ブロッコリーは天ぷらや炒め物
などいろいろな料理に活用でき
ます。茹でたブロッコリーをお
いしく食べられるドレッシング
を紹介します。ブロッコリーは
風邪予防や美容に効果があると
されているビタミンＣをレモン
の２倍含む栄養価の高さが評価
され、消費量が一気に伸びまし
た。加熱すると栄養素が損なわ
れやすいので、加熱しすぎない
ように気をつけましょう。

横川日出子さん（瀬戸内市栄養委員会邑久支部）です

ブロッコリーは、蕾の集まった部分が濃い緑色で、
固く締まっていて、切り口がみずみずしく、茎に空
洞のない新しいものを選びましょう。茎も皮をむく
と食べられます。保存は、ポリ袋に入れて密封し、
冷蔵庫の野菜室に茎を下にして入れます。茹でて保
存する場合は、塩を入れた熱湯で硬めに茹で、水気
をしっかりふき取って密封容器に入れます。冷蔵庫
で３～４日、冷凍庫で１カ月程度保存できます。

◆材料
●レモン汁（中１個分）
●蜂蜜（小さじ１）
●薄口しょうゆ（小さじ１）

●オリーブオイル（小さじ１）
●大根（150g）

▽
主
な
内
容

　

・
野
菜
料
理
の
試
食

　

・
地
元
野
菜
の
販
売

　

・
Ｊ
Ａ
岡
山
の
地
産
地
消
ヒ
ー
ロ

　

ー
白は

っ

キ
ャ
マ
ン
と
セ
ッ
ト
ち
ゃ

　

ん
に
よ
る
食
育
ク
イ
ズ
シ
ョ
ー

　

・
ベ
ジ
タ
ブ
ル
ク
ッ
キ
ン
グ
（
小

　

学
生
の
親
子
を
対
象
と
し
た
調

　

理
体
験
）

　

・
人
形
劇
、
寸
劇　

　

・
野
菜
の
手
量
り
体
験

■
問
い
合
わ
せ
先

　

健
康
づ
く
り
推
進
課

 

募
集
し
ま
す

 

は
つ
ら
つ
応
援
隊
養
成
講
座

　

市
で
は
、
地
域
の
高
齢
者
の
健

康
づ
く
り
や
介
護
予
防
の
取
り
組

み
を
支
援
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、

介
護
予
防
応
援
隊
（
は
つ
ら
つ
応

援
隊
）
を
養
成
す
る
講
座
を
開
催

し
ま
す
。

　

介
護
予
防
に
興
味
が
あ
り
、
地

域
で
「
何
か
自
分
に
で
き
る
こ
と

が
な
い
か
」
と
思
っ
て
い
る
皆
さ

ん
、
高
齢
者
が
健
康
で
い
き
い
き

と
生
活
で
き
る
地
域
づ
く
り
に
取

り
組
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

▽
日
時
と
内
容　

下
表
の
と
お
り

 知っている？できている？
 食事のマナー
 楽しく食事をするために

健
康
ラ
イ
フ

み
ん
な
の
広
場

生
活
と
環
境

安
全
通
信

ま
ち
の
話
題

知
っ
得
！
情
報

く
ら
し
の
情
報

ま
な
び
の
部
屋

◆作り方
①大根はすりおろし、ざるに入れて余分な水気を切る。
②空き瓶に蜂蜜を入れて湯せんにかける。レモン汁、
　薄口しょうゆ、オリーブオイルを加えてよくふり混ぜる。
③①を加え混ぜる。
２．バジルソース

③
あ
い
さ
つ

　
「
い
た
だ
き
ま
す
」
は
、
動
植

物
の
命
を
い
た
だ
く
こ
と
へ
の
感

謝
の
気
持
ち
を
表
し
ま
す
。

　
「
ご
ち
そ
う
さ
ま
で
し
た
」
は
、

生
産
者
や
食
事
を
作
っ
て
く
れ
た

人
な
ど
、
食
事
が
食
べ
ら
れ
る
ま

で
に
関
わ
っ
た
人
に
感
謝
を
込
め

て
言
い
ま
す
。
あ
い
さ
つ
の
意
味

を
理
解
し
、
感
謝
す
る
気
持
ち
を

持
っ
て
、
残
さ
ず
に
食
べ
る
よ
う

に
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

④
食
事
の
姿
勢

　

姿
勢
よ
く
食
事
を
す
る
こ
と

は
、
見
た
目
が
美
し
い
だ
け
で
は

な
く
、
食
べ
物
の
消
化
も
よ
く
な

り
ま
す
。
テ
レ
ビ
な
ど
を
見
な
が

ら
の
「
な
が
ら
食
べ
」
は
姿
勢
が

崩
れ
る
だ
け
で
な
く
、
食
べ
す
ぎ

に
も
つ
な
が
り
ま
す
。
食
事
に
集

中
で
き
る
よ
う
に
環
境
を
整
え
、

会
話
を
楽
し
み
な
が
ら
食
事
を
し

ま
し
ょ
う
。

⑤
箸
の
持
ち
方
と
使
い
方

　

箸
の
使
い
方
は
左
図
の
と
お
り

で
す
。
子
ど
も
の
こ
ろ
か
ら
正
し

い
箸
の
持
ち
方
と
使
い
方
を
教
え

ま
し
ょ
う
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

健
康
づ
く
り
推
進
課

▽
受
講
料　

無
料

▽
場
所　

ゆ
め
ト
ピ
ア
長
船

▽
定
員　

50
人

▽
募
集
期
限　

２
月
15
日
（
金
）

※
先
着
順
・
定
員
に
な
り
次
第
締
切

■
問
い
合
わ
せ
・
応
募
先

　

い
き
い
き
長
寿
課

　

☎
０
８
６
９-

２
６-

５
９
４
８

食事の姿勢
残さずに食べる
食事のあいさつ
はしの持ち方

手洗い
テレビを消す

茶わんの持ち方
料理の配膳

0 20 40 60 80 100

75.6

（単位：％）

69.８
62.6
58.6

48.2
44.6

38.4
17.2

子どもの食事のマナーで
気をつけていること（複数回答）

副菜

副々菜

主菜

主食 汁物

正しい箸の使い方

上の箸だけを動かす

食べ物を
２本で支
える 親指・人さし指・

中指の３本で動
かす

よくない箸の使い方

着
し
て
い
ま
す
。
食

事
や
料
理
を
す
る
前

に
は
手
を
洗
う
習
慣

を
身
に
つ
け
る
こ
と

で
、
病
気
や
食
中
毒

を
予
防
で
き
ま
す
。

②
料
理
の
配
膳

　

和
食
の
基
本
的
な

配
膳
は
下
図
の
と
お

り
で
す
。
こ
の
配
膳

を
意
識
し
て
料
理
を

作
る
こ
と
で
、
バ
ラ

ン
ス
の
良
い
食
事
を

と
る
こ
と
に
も
つ
な

が
り
ま
す
。

【刺し箸】
料理を箸で突き刺し
て食べる

【探り箸】
料理をかき回して食
べ物を探す

【ねぶり箸】
箸先に付いた食べ物
や汁をなめる

【迷い箸】
どれを食べようかと
箸を行き来させる

【寄せ箸】
箸で食器を引き寄せ
る

【箸渡し】
箸から箸へ料理を受
け渡す

料理の配膳（和食）

基本的な食事のマナー

１．レモンドレッシング

◆材料
●バジル（150g）
●パセリ（１束）
●塩蔵アンチョビ（30g）

●松の実（20g）
●オリーブオイル（300g）

◆作り方
①バジルとパセリは軸をとる。
② ①、塩蔵アンチョビ、松の実、オリーブオイルの半
量をミキサーにかける。滑らかになったら残りのオ
リーブオイルを加え、さらにミキサーにかける。
※好みですりおろしにんにくを加えてもよい。
３．ごまドレッシング
◆材料
●マヨネーズ
●めんつゆ（２倍濃縮）

●すりごま

◆作り方
① 材料を好みの割合で混ぜる。ごまは指でひねって
つぶしてもよい。

養成講座日時など
日時 内容・講師

２月 22 日（金）

午後１時 30分～

午後３時 30 分

　▷内容
　・講話「介護予防の必要性・介
　護予防応援隊って？」
　・地域でできる体操の紹介
　・座談会
▷講師　瀬戸内市民病院理学療
　法士、いきいき長寿課保健師

３月１日（金）

午後１時 30分～

午後３時 30 分

▷内容
　・講話「認知症の方との関わり
　方」
▷講師　宮本憲男氏（きのこ老
　人保健施設副施設長）

３月 15 日（金）

午後１時 30分～

午後３時 30 分

▷内容
　・身近なものを使ってできるレ
　クリエーションの紹介
　・座談会
▷講師　為房真由美氏（健康運
　動指導士）　
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▽
定
員　

40
人

▽
参
加
費　
３
０
０
円（
年
間
登
録
料
）

▽
申
込
期
限　

２
月
５
日
（
火
）

■
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先

　

中
央
公
民
館

 

旬
の
食
材
を
味
わ
う

 

親
子
料
理
教
室

　

中
央
公
民
館
で
は
、
親
子
料
理

教
室
を
開
催
し
ま
す
。

▽
日
時　

２
月
23
日
（
土
）
午
前

　

10
時
〜
午
後
１
時

▽
場
所　

中
央
公
民
館
（
邑
久
）

▽
内
容　

黒
豆
ず
し
、
ジ
ャ
ガ
イ

　

モ
の
ベ
ー
コ
ン
煮
、
薄
切
り
肉

　

の
ポ
ー
ク
ケ
チ
ャ
ッ
プ
、
小
松

　

菜
蒸
し
ケ
ー
キ

日
本
一
の
刀
剣
生
産
地

　

現
在
、
全
国
で
登
録
さ
れ
て
い

る
刀
剣
の
数
は
、
約
２
５
０
万
口ふ
り

で
す
。
そ
の
う
ち
の
約
半
数
が
長

船
を
中
心
と
し
た
備
前
国
で
作
ら

れ
た
と
い
わ
れ
て
お
り
、
そ
の
量

に
お
い
て
、
日
本
一
の
産
地
と
言

え
る
で
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
質
に
お
い
て
も
、
国

宝
に
指
定
さ
れ
て
い
る
日
本
刀

１
１
１
口
の
う
ち
55
口
が
備
前
刀

で
、
こ
ち
ら
も
日
本
一
で
す
。

　

国
宝
に
指
定
さ
れ
て
い
る
備
前

刀
55
口
の
内
訳
は
、
古
備
前
派
10

口
、
一
文
字
派
15
口
、
長
船
派
15

口
、
国
宗
派
４
口
、
他
派
11
口
と

な
っ
て
お
り
、
長
船
を
中
心
と
し

た
半
径
10
㌔
圏
内
で
制
作
さ
れ
た

も
の
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。

鍛
冶
屋
千
軒

　

備
前
鍛
冶
の
起
源
は
よ
く
分

か
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
長
船
の
刀

鍛
冶
の
始
祖
に
つ
い
て
、
次
の
よ

う
な
昔
話
が
伝
わ
っ
て
い
ま
す
。

　
「
昔
、（
現
在
の
玉
野
市
日
比
に
）

腕
の
良
い
刀
工
が
い
ま
し
た
。
し

か
し
、
使
っ
て
い
た
水
が
塩
分
を

含
ん
で
い
た
た
め
、
あ
ま
り
良
い

刀
が
出
来
ず
、
槌
を
放
り
捨
て
、

吉
井
川
を
遡
っ
た
あ
た
り
に
作
刀

に
良
い
場
所
を
見
つ
け
て
定
着
し

ま
し
た
。ま
た
投
げ
た
槌
か
ら「
大

槌
」「
小
槌
」
と
い
う
島
が
出
来

ま
し
た
。」

　

高
瀬
舟
に
よ
る
舟
運
が
開
け
て

い
た
吉
井
川
は
、
上
流
と
下
流
の

原
料
・
食
料
・
人
・
文
化
が
行
き

来
し
て
い
ま
し
た
。

　

中
国
山
地
は
、
日
本
刀
づ
く
り

に
最
適
な
原
料
の
砂
鉄
の
産
地
で

あ
り
、
ク
ヌ
ギ
系
の
広
葉
樹
や
松

が
多
く
繁
殖
し
て
い
ま
し
た
。

　

吉
井
川
の
舟
運
は
、
砂
鉄
か
ら

玉
鋼
を
作
る
た
た
ら
に
必
要
な
熱

源
と
し
て
の
硬
い
広
葉
樹
の
炭
、

鍛
刀
の
際
に
用
い
る
針
葉
樹
系
の

ア
カ
マ
ツ
で
作
っ
た
軟
ら
か
い

炭
、
素
材
と
し
て
の
砂
鉄
、
完
成

し
た
製
品
な
ど
の
大
量
運
搬
を
可

能
と
し
ま
し
た
。

　

こ
の
吉
井
川
と
中
世
山
陽
道
と

の
交
差
地
点
に
当
た
る
福
岡
・
長

　　２月 28日（木）

☎
☎
☎

BooKs

権
利
擁
護
セ
ミ
ナ
ー
と
し
て
、
成

年
後
見
制
度
と
は
何
か
、
地
域
で

支
え
る
仕
組
み
に
つ
い
て
事
例
を

通
し
て
紹
介
す
る
講
演
を
行
い
ま

す
。
判
断
能
力
の
低
下
が
起
き
て

く
る
老
後
の
備
え「
老
い
じ
だ
く
」

と
し
て
成
年
後
見
制
度
に
つ
い
て

理
解
を
深
め
ま
せ
ん
か
。
参
加
を

希
望
す
る
人
は
、
事
前
に
申
し
込

み
の
上
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▽
講
師　

竹
内
俊
一
氏（
弁
護
士
）、

　

中
村
耕
治
氏（
和
気
町
民
後
見
人
）

　

▽
入
場
料　

無
料

▽
日
時　

３
月
８
日
（
金
）
午
前

　

10
時
〜
正
午
（
午
前
９
時
30
分

　

か
ら
受
付
）

▽
場
所　

ゆ
め
ト
ピ
ア
長
船

▽
定
員　

50
人

▽
募
集
期
限　

２
月
28
日
（
木
）

※
先
着
順
・
定
員
に
な
り
次
第
締
切

■
問
い
合
わ
せ
・
応
募
先

　

い
き
い
き
長
寿
課

　

☎
０
８
６
９-

２
６-

５
９
４
８ 

平
成
26
年
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
の
主
役
は
、
父
親
が

長
船
町
福
岡
で
生
ま
れ
た
と
い
う
黒
田
官
兵
衛
で
す
。

羽
柴
（
豊
臣
）
秀
吉
と
の
出
会
い
、
織
田
信
長
の
死
、

そ
し
て
天
下
取
り
の
戦
へ
…
。
戦
国
の
世
を
生
き
た
官

兵
衛
の
物
語
を
読
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

日
輪
に
あ
ら
ず　

軍
師
黒
田
官
兵
衛

上
田
秀
人
…
著　

徳
間
書
店

おかしなゆき　ふしぎなこおり
片平孝…写真・文　ポプラ社

 

皆
さ
ん
も
一
緒
に
学
び
ま
せ
ん
か

 

市
民
セ
ミ
ナ
ー

　

中
央
公
民
館
で
は
、
昨
年
に
引

き
続
き
、
就
実
大
学
・
就
実
短
期

大
学
と
連
携
し
、公
民
館
講
座「
市

民
セ
ミ
ナ
ー
」
を
開
催
し
ま
す
。

▽
日
時
と
内
容　

左
表
の
と
お
り

▽
場
所　

中
央
公
民
館
（
邑
久
）

▽
対
象　

市
内
在
住
・
在
勤
者

▽
講
師　
「
瀬
戸
内
べ
じ
た
ぶ
る
」

　

の
皆
さ
ん

▽
対
象　

市
内
在
住
の
小
学
生
と

　

そ
の
保
護
者

▽ 

参
加
費　

３
０
０
円
（
大
人
の

み
、
年
間
登
録
料
）
と
材
料
費

（
参
加
者
全
員
）

▽
持
ち
物　

三
角
巾
、エ
プ
ロ
ン
、

　

米
半
カ
ッ
プ
（
１
人
分
）

▽
定
員　

親
子
15
組

※
２
月
１
日（
金
）か
ら
受
付
開
始
。

　
先
着
順
・
定
員
に
な
り
次
第
締
切
。

■
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先

　

中
央
公
民
館

 

成
年
後
見
制
度
に
つ
い
て
学
ぼ
う

 

権
利
擁
護
セ
ミ
ナ
ー

　

認
知
症
や
障
害
な
ど
に
よ
り
、

判
断
能
力
が
十
分
で
な
い
人
の
財

産
や
生
活
を
保
護
、
支
援
す
る
制

度
と
し
て
成
年
後
見
制
度
が
で
き

て
13
年
が
た
ち
ま
し
た
。
市
で
は

ま
な
び
の
部
屋

み
ん
な
の
広
場

生
活
と
環
境

安
全
通
信

ま
ち
の
話
題

知
っ
得
！
情
報

く
ら
し
の
情
報

健
康
ラ
イ
フ

小さいころから雪や氷に魅せられ、世界中をまわり、
雪や氷、砂漠、星空の撮影を続けている著者。降り
積もって帽子や大福餅のようになった雪、池が凍り
はじめる時に現れる不思議な模様、凍った滝などを
紹介するきれいで迫力あふれる冬の写真絵本です。

船
は
、
東
西
陸
上
交
通
と
南
北
河

川
交
通
の
要
衝
で
も
あ
り
ま
し
た
。

　

中
世
に
か
け
て
の
武
士
の
台
頭

に
よ
る
需
要
に
も
支
え
ら
れ
、
備

前
国
は
高
い
技
術
水
準
と
多
大
な

生
産
量
を
誇
る
刀
剣
の
生
産
地
と

な
り
ま
す
。
隆
盛
を
極
め
た
室
町

時
代
、
長
船
に
は
多
く
の
刀
鍛
冶

が
居
住
し
、「
鍛
冶
屋
千
軒
」
と

呼
ば
れ
ま
し
た
。

　

平
安
時
代
中
後
期
か
ら
鎌
倉
時

代
中
期
に
か
け
て
の
備
前
鍛
冶
は

「
古
備
前
派
」
と
呼
ば
れ
て
い
ま

す
。古
備
前
派
の
流
れ
を
汲
む「
長

船
派
」
は
、
鎌
倉
時
代
中
期
の
光

忠
を
祖
と
し
、そ
の
一
門
に
長
光
、

真
長
、
景
光
と
い
っ
た
数
多
く
の

名
工
を
輩
出
し
ま
し
た
。

▽

国
宝　

太
刀　

銘　

備
前
国
長
船
住
左
近
将
監
長
光
造
／
延
慶
二
年
三
月
日　

林
原
美
術
館
所
蔵

開催日時 内　容

第１回
２月10日（日）
午前10時～
午前11時30分

総合歴史学科　山田芳則教授
「熊沢蕃山の思想について」

第２回
２月17日（日）
午前10時～
午前11時30分

表現文化学科　岡部由文教授
「古典のコミュニケーション
～男と女～」

第３回
２月24日（日）
午前10時～
午前11時30分

総合歴史学科　井上あえか教授
「イスラームを知ろう」

　

岡
山
市
北
区
丸
の
内
に
あ
る
林

原
美
術
館
は
、
名
刀
を
数
多
く
所

蔵
す
る
全
国
で
も
有
数
の
美
術
館

で
す
。

　

備
前
長
船
刀
剣
博
物
館
で
は
、

そ
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
中
か
ら
備

前
長
船
の
国
宝
や
重
要
文
化
財
を

含
む
名
刀
を
展
示
す
る
特
別
展

「
林
原
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
聖
地
・
備
前

長
船
の
名
刀
展
」を
開
催
し
ま
す
。

　

鎌
倉
時
代
中
期
の
長
船
派
の
成

立
か
ら
現
代
の
備
前
刀
復
興
の

祖
・
今
泉
俊
光
刀
匠
の
作
品
ま
で
、

約
７
５
０
年
間
の
長
船
物
を
展
示

し
ま
す
。
皆
さ
ん
ぜ
ひ
ご
来
場
く

だ
さ
い
。

▽
期
間　

2
月
６
日
（
水
）
〜
３

　

月
24
日
（
日
）

※
休
館
日
は
、
毎
週
月
曜
日
（
祝

　

日
の
場
合
は
翌
日
）
で
す
。

▽
開
館
時
間　

午
前
９
時
〜
午
後

　

５
時
（
入
館
は
午
後
４
時
30
分

　

ま
で
）

▽
入
館
料　

大
人
５
０
０
（
４
０

　

０
）
円
、
高･

大
学
生
３
０
０

　
（
２
５
０
）
円
、
中
学
生
以
下

　

無
料

※
（　

）
は
20
人
以
上
の
団
体
料

　

金
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

備
前
長
船
刀
剣
博
物
館

　

☎
０
８
６
９-

６
６-

７
７
６
７ 

林
原
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

聖
地
・
備
前
長
船
の
名
刀
展

備
前
長
船
刀
剣
博
物
館
特
別
展

▽
短
刀　

銘　

靭
負
郷
之
住　

長
船
勝
光　

舎
弟
宗
光
／
主
難
波
之
十
郎
兵
衛
尉　

林
原
美
術
館
所
蔵
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公
開
講
座

 

地
域
の
絆
、
み
ん
な
の
笑
顔

　

ま
ち
づ
く
り
プ
ラ
ザ
準
備
委
員

会
で
は
、
鎌
田
敏
氏
（
こ
こ
ろ
元

気
研
究
所
所
長
）を
講
師
に
招
き
、

「
地
域
の
絆
、
み
ん
な
の
笑
顔
〜

ま
ち
づ
く
り
は
豊
か
な
人
間
関
係

か
ら
！
〜
」
と
題
し
て
公
開
講
座

を
開
催
し
ま
す
。

▽
日
時　

２
月
９
日
（
土
）

　

午
後
１
時
30
分
〜
午
後
３
時

▽
場
所　

ゆ
め
ト
ピ
ア
長
船

▽
定
員　

60
人
（
予
約
不
要
）

▽
参
加
費　

無
料

■
問
い
合
わ
せ
先

　

ま
ち
づ
く
り
プ
ラ
ザ
準
備
委
員

る
講
演
会
で
す
。

　

自
治
会
の
役
員
は
も
ち
ろ
ん
、

皆
さ
ん
お
誘
い
あ
わ
せ
の
上
、
ぜ

ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▽
日
時　

２
月
27
日
（
水
）
午
後

　

１
時
30
分
〜
午
後
３
時
30
分

▽
場
所　

ゆ
め
ト
ピ
ア
長
船

▽
講
師　

山
崎　

亮
氏

　
（studio -L

代
表
・
京
都
造
形

　

芸
術
大
学
教
授
）

▽
入
場
料　

無
料

▽
定
員　

３
０
０
人（
申
込
不
要
）

■
問
い
合
わ
せ
先

　

ま
ち
づ
く
り
推
進
課

　

☎
０
８
６
９-
２
２-

１
０
３
１

 

報
告
が
必
要
で
す

 

愛
玩
鶏
・
山
羊
な
ど
の
飼
育
者

　
「
家
畜
伝
染
病
予
防
法
」
の
改

正
（
平
成
23
年
10
月
完
全
施
行
）

に
伴
い
、
次
の
家
畜
動
物
を
１
頭

　

自
衛
隊
備
前
岡
山
地
域
事
務
所

　

☎
０
８
６-

２
２
４-

２
８
２
４

　

HPhttp://www.mod.go.jp/pco/okayama/

ま
た
は
１
羽
で
も
飼
養
し
て
い
る

飼
養
者
は
、
県
へ
飼
養
状
況
の
報

告
（
毎
年
１
回
、
２
月
１
日
現
在

の
飼
養
場
所
、飼
養
頭
羽
数
な
ど
）

が
必
要
で
す
。

▽
報
告
が
必
要
な
家
畜
動
物

　

牛
・
水
牛
・
鹿
・
め
ん
羊
・
山
羊
・

豚
・
い
の
し
し
・
馬
・
鶏
・
う
ず

ら
・
あ
ひ
る
・
き
じ
・
だ
ち
ょ
う
・

ほ
ろ
ほ
ろ
鳥
・
七
面
鳥

▽
小
規
模
所
有
者
の
基
準

　

次
の
①
〜
④
に
該
当
す
る
人

は
、
小
規
模
所
有
者
で
す
。

で
、
平
成
25
年
４
月
に
東
京
都
お

よ
び
そ
の
周
辺
に
所
在
す
る
大
学

（
夜
間
部
を
含
む
）
の
第
１
年
次

生
と
し
て
入
学
（
ま
た
は
入
学
志

望
）
の
人

▽
募
集
人
員　

約
30
人

▽
募
集
期
間　

２
月
１
日
（
金
）

　

〜
28
日
（
木
）

▽
選
考
方
法　

書
類
お
よ
び
面
接

　

選
考
（
面
接
は
岡
山
市
内
で
３

　

月
中
旬
に
実
施
予
定
）

■
問
い
合
わ
せ
・
応
募
先　

　
（
財
）
岡
山
県
育
英
会
（
岡
山

　

県
生
涯
学
習
課
内
）

　

☎
０
８
６-

２
２
６-

７
５
９
８   

 

ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す

 

オ
ス
ト
メ
イ
ト
の
集
い

　

オ
ス
ト
メ
イ
ト
と
は
、
癌
や
事

①
牛
・
水
牛
・
馬　

各
１
頭
ま
で

②
鹿
・
め
ん
羊
・
山
羊
・
豚
・
い

　

の
し
し　

各
６
頭
未
満

③
鶏
・
あ
ひ
る
・
う
ず
ら
・
き
じ
・

　

ほ
ろ
ほ
ろ
鳥
・
七
面
鳥　

　

各
１
０
０
羽
未
満

④
だ
ち
ょ
う　

10
羽
未
満

　

小
規
模
所
有
者
で
、
報
告
を
し

て
い
な
い
人
は
、
産
業
振
興
課
・

各
支
所
・
出
張
所
に
チ
ラ
シ
・
定

期
報
告
書
様
式
な
ど
を
置
い
て
い

ま
す
の
で
、
記
入
・
押
印
の
上
、

岡
山
家
畜
保
健
衛
生
所
へ
送
付
し

　
（
火
・
土
曜
日　

午
前
10
時
〜

　

午
後
４
時
）

 

開
催
し
ま
す

 

自
衛
官
受
験
説
明
会
　

　

防
衛
省
で
は
、
自
衛
官
（
幹
部

候
補
生
）
受
験
説
明
会
を
開
催
し
ま

す
。
受
験
に
興
味
の
あ
る
人
は
参
加

し
て
く
だ
さ
い
。

▽
日
時　

２
月
９
日
（
土
）、
３

　

月
16
日
（
土
）

　

・
受
付
：
午
前
９
時
30
〜
50
分

　

・
説
明
会
：
午
前
10
時
〜
正
午

▽
場
所　
自
衛
隊
岡
山
地
方
協
力
本
部

　
（
岡
山
市
北
区
下
石
井
１-

４-

１ 

　

第
２
合
同
庁
舎
）

■
問
い
合
わ
せ
先

　

自
衛
隊
備
前
岡
山
地
域
事
務
所

　

☎
０
８
６-

２
２
４-

２
８
２
４ 

 

募
集
し
ま
す

 

自
衛
官
幹
部
候
補
生
な
ど　

　

防
衛
省
で
は
、
平
成
25
年
度
各

種
自
衛
官
な
ど
の
募
集
を
次
の
と

お
り
行
っ
て
い
ま
す
。

　

※
受
験
に
関
す
る
詳
細
は
、
お
問

　

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

く
ら
し
の
情
報

み
ん
な
の
広
場

生
活
と
環
境

安
全
通
信

ま
ち
の
話
題

知
っ
得
！
情
報

ま
な
び
の
部
屋

健
康
ラ
イ
フ

て
く
だ
さ
い
。

※
小
規
模
所
有
者
の
基
準
を
超
え

　

る
人
は
報
告
内
容
が
追
加
さ
れ

　

ま
す
の
で
、
岡
山
家
畜
保
健
衛

　

生
所
へ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
・
送
付
先

　

岡
山
家
畜
保
健
衛
生
所

　
☎
０
８
６
７-

２
４-

３
８
８
０

　

〒
７
０
９-

２
１
２
３

　

岡
山
市
北
区
御
津
河
内
２
７
７
０-

１

 

募
集
し
ま
す

 

岡
山
県
育
英
会
東
京
寮
入
寮
生

　

岡
山
県
育
英
会
で
は
、
東
京
寮

の
寮
生
を
募
集
し
ま
す
。

　

応
募
す
る
場
合
は
、
出
身
高
校

ま
た
は
岡
山
県
育
英
会
に
あ
る
所

定
の
入
寮
願
、
履
歴
書
お
よ
び
家

庭
調
書
、学
校
長
証
明
の
調
査
書
、

健
康
診
断
書
、
80
円
切
手
１
枚
を

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
東
京
寮
の
概
要

　

・
所
在
地　

東
京
都
港
区
高
輪
３ 

　

丁
目
14-

21

　

・
寮
室　

45
室
（
１
室
２
人
）

　

・
寮
費　
年
額
１
６
８
、０
０
０
円

　

・
食
費　
月
額
２
１
、０
０
０
円

▽
応
募
資
格
（
主
な
も
の
）

　

県
内
に
居
住
す
る
世
帯
の
男
子

故
な
ど
に
よ
り
消
化
管
や
尿
管
が

損
な
わ
れ
、
腹
部
な
ど
に
排
泄
の

た
め
の
ス
ト
ー
マ
と
呼
ば
れ
る
開

口
部
（
人
工
肛
門
・
人
工
膀
胱
）

を
造
設
し
た
人
の
こ
と
で
す
。

　

日
本
オ
ス
ト
ミ
ー
協
会
岡
山
県

支
部
で
は
、
オ
ス
ト
メ
イ
ト
が
安

心
し
て
生
活
で
き
る
社
会
を
目
指

し
て
、
研
修
会
「
オ
ス
ト
メ
イ
ト

の
集
い
ｉ
ｎ
長
船
」を
開
催
し
ま
す
。

　

申
し
込
み
は
不
要
で
、
ど
な
た

で
も
参
加
で
き
ま
す
。

▽
日
時
と
内
容

　

２
月
10
日
（
日
）

　

・
午
前
10
時　

開
会

　

・
午
前
10
時
10
分
〜
午
前
11
時
30
分

　

講
演
「
高
齢
者
の
自
立
支
援
を

　

維
持
す
る
た
め
の
注
意
点
」

　

講
師　

土
井
和
子
氏
（
瀬
戸
内

　

市
保
健
福
祉
部
長
）

　

・
午
前
11
時
40
分
〜
午
後
１
時
30
分

　

装
具
の
展
示
・
説
明

　

・
午
後
１
時
30
分
〜
午
後
３
時

　

会
員
体
験
報
告
会

▽
場
所　

ゆ
め
ト
ピ
ア
長
船

▽
参
加
費　

無
料

　

■
問
い
合
わ
せ
先

　

日
本
オ
ス
ト
ミ
ー
協
会

　

岡
山
県
支
部
事
務
局

　

☎
０
８
６-

４
２
５-

０
１
０
３

受験種目 対象者 受付期間 試験日

幹部
候補生

一般 20 歳以上 26 歳未満の人（22 歳未満は大卒の人）※
（修士取得者は 28 歳未満の人） ２月１日（金）

から４月 26 日
（金）まで

５月 11 日（土）、12 日（日）
（12日は飛行要員希望者のみ）

歯科・
薬剤

【歯科】20 歳以上 30 歳未満かつ専門の大卒の人 ※
５月 11 日（土）【薬剤】20 歳以上 26 歳未満かつ専門の大卒の人 ※

（薬剤修士取得者は 28 歳未満の人）

予備自
衛官補

一般 18歳以上 34 歳未満の人 ４月３日（水）
まで

４月 12日（金）から 15 日（月）
までの指定する日技能 18 歳以上で保有する技能に応じ 53 ～ 55 歳未満の人

※大学卒業見込みの人や外国における学校を卒業した人で大学卒業に相当すると認められる人などを含む

東京寮から新生活をスタートしてみませんか

　邑久保育園では、初めての赤ちゃんを育てている母親を対
象に、赤ちゃんとの関わり方を学んだり、子育ての仲間をつ
くる機会を設ける企画「ＢＰプログラム赤ちゃんがきた！」
を開催します。
　母親同士が情報交換することで、育児の不安やストレスの
解消にもつながります。お気軽にご参加ください。

▽日時　３月１日、８日、15 日、22 日のいずれも金曜日
　午後１～３時（４回）
※午後０時 45 分受付開始

▽場所　邑久保育園
▽対象　平成 24 年９月～平成 25 年１月生まれの第１子と　

その母親で全４回に参加できる人

▽定員　10 組
※先着順・定員になり次第締切

▽募集期間　２月１日（金）～ 27 日（水）

▽参加費　８４０円（テキスト代）
■問い合わせ・応募先
　邑久保育園　☎０８６９-２２- ００８９ 

　

会
事
務
局　

難
波
さ
ん

　

☎
０
９
０-

７
１
３
４-

３
６
５
０

 
参
加
者
募
集

 

ど
う
し
ま
す
か
？
あ
な
た
の
自
治
会
！

　

県
と
市
共
催
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

活
動
推
進
フ
ォ
ー
ラ
ム
と
し
て
、

自
治
会
（
町
内
会
）
の
課
題
解
決

に
つ
な
が
る
ヒ
ン
ト
を
学
ぶ
講
演

会
「
ど
う
し
ま
す
か
？　

あ
な
た

の
自
治
会
！
」
を
開
催
し
ま
す
。

　

地
域
防
災
活
動
を
は
じ
め
、
安

全
安
心
な
暮
ら
し
の
た
め
に
、
自

治
会
な
ど
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

重
要
性
が
見
直
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
ち
の
課
題
を
ま
ち
に
住
む
人

た
ち
が
解
決
す
る
た
め
の
方
法
を

提
案
す
る
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
デ
ザ

イ
ン
」
に
携
わ
り
、
そ
こ
に
住
む

人
た
ち
と
、
そ
の
地
域
の
将
来
を

考
え
る
総
合
計
画
づ
く
り
な
ど
に

取
り
組
ん
で
い
る
山
崎
亮
氏
に
よ

鎌田敏氏

「ＢＰプログラム赤ちゃんがきた！」の
参加者を募集します
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健診名 月日 対象
乳児健診

（4・5カ月児） 2 月 19 日（火） 平成24年    9 月生

乳児健診
（9・10 カ月児） 2 月 20 日（水） 平成24年    5 月生

1 歳６カ月児健診 2 月 13 日（水） 平成23 年    7 月生
2 歳児健診 2 月 14 日（木） 平成22年  10月生

3 歳児健診 2 月 27 日（水） 平成21年    8 月生

子どもの健診

人の動き《平成 25年１月 1日現在》
人口 ３９，１０１人 （－１９）
男 １８，６２１人  （－１１）
女 ２０，４８０人 （－８）
世帯 　１４，９３９世帯 （＋６）

■問い合わせ先　健康づくり推進課　☎０８６９-２６ -５９６２

▽場　　所　ゆめトピア長船　

▽受付時間　午後 1時 15 ～ 45 分

      　　2013　February
2

　　２月７日（木）に時間延長する窓口業務は、市民課、税務課、収納推進課の業務の一部です。取り扱いができない業務もあります。詳細はお問い合わせください。
　■問い合わせ先　・市民課　☎０８６９-２２ -１１１５　・税務課　☎０８６９-２２ -１１１４　・収納推進課　☎０８６９-２２ -２４６４
　　体協の行事についてのお問い合わせは下記へお願いします。
　■問い合わせ先　瀬戸内市体育協会　☎０８６９-２２ -２２１１　ＨＰ　http://setouchi-taikyo.or.jp/

①行政相談（主に行政全般に関する相談）
　【相談員：行政相談委員】
　■問い合わせ先
　　総務課　☎０８６９-２２ - １１１２
②心配ごと相談（内容はどんな相談でもOK）
　【相談員：心配ごと相談員、弁護士（要予約）】
　■問い合わせ・予約先　瀬戸内市社会福祉協議会
　　本　　所　☎０８６９-２２ - ２９４０
　　長船支所　☎０８６９-２６ - ３１００
　　牛窓支所　☎０８６９-３４ - ６９２４
③なやみごと相談（主に人権や身近な悩みごとに関する相談）
　【相談員：人権擁護委員】
　■問い合わせ先
　　人権啓発室　☎０８６９-２２ - ３９２２
④住宅増改築相談（住宅に関する相談）
　【相談員：住宅相談員】
　■問い合わせ先
　　建設課　☎０８６９-２２ - ２６４９
⑤育児相談・すこやか歯の教室（乳幼児に関する相談）
　■問い合わせ先
　　健康づくり推進課　☎０８６９-２６ - ５９６２
⑥離乳食講習会（離乳食の作り方・試食会）  
　【対象：生後４カ月以上の乳幼児と保護者（予約不要・無料）】
　■問い合わせ先
　　健康づくり推進課　☎０８６９-２６ - ５９６２
⑦こころの健康相談（心の健康に関する相談）
　【相談員：臨床心理士（要予約）】
　■問い合わせ・予約先
　　健康づくり推進課　☎０８６９-２６ - ５９６２
⑧精神保健福祉相談（精神保健福祉に関する相談）
　【相談員：精神科専門医（要予約）】
　■問い合わせ・予約先
　　備前保健所　☎０８６-２７２ - ３９３４
⑨乳幼児こころの健康相談
　【相談員：専門相談員（要予約）】
　■問い合わせ・予約先
　　健康づくり推進課　☎０８６９-２６ - ５９６２
⑩わーく相談会（障害者の生活や仕事に関する相談）
　【相談員：岡山障害者就業・生活支援センター相談員】
　■問い合わせ・連絡先
　　福祉課　☎０８６９-２６ - ５９４３
⑪ジョブスポットせとうち出張相談会
　（求職者を対象とした相談）
　【相談員：職業相談員など】
　■問い合わせ先
　　福祉課　☎０８６９-２６ - ５９４１
※①～⑪の相談日は、左ページのカレンダーをご覧ください。
○消費生活相談（架空請求・訪問販売などに関する相談）
　【相談員：消費生活相談員、生活環境課職員（予約不要・
　市役所開庁日に相談受付）】
　■問い合わせ先
　　生活環境課　☎０８６９-２２ - １８９９
○障害に関する相談（身体・知的・精神（ひきこもり
　を含む）・発達障害などに関する相談）
　■問い合わせ先
　　地域生活支援センタースマイル
　　☎０８６９-２２ - ９６００
○発達障害専門相談
　【相談員：臨床心理士（要予約・相談日はお問い合わせください）】
　■問い合わせ・予約先
　　福祉課
　　☎０８６９-２６ - ５９４３

各種相談

1/27 1/28 1/29 1/30 1/31 1 2 

3
体協　瀬戸内市硬式テ
ニス教室　9：30 ～
　邑久スポーツ公園テニ
スコート

4 5 6
②心配ごと相談
　9：00 ～ 12：00
　邑久町総合福祉センター

7
　窓口業務の時間延長
　17：15 ～ 19：00
　瀬戸内市役所
⑨乳幼児こころの健康相談
　14：00 ～ 15：00
　ゆめトピア長船
⑩わーく相談会
　13：30 ～ 16：00
　ゆめトピア長船
⑪ジョブスポットせと
　うち出張相談会
　10：00 ～ 12：00
　13：00 ～ 15：00
　ゆめトピア長船

8  
⑧精神保健福祉相談
　13：30 ～ 15：00
　ゆめトピア長船

9

10
体協　歩こう会　
　備前市総合運動公園
コース
　8：57 邑久駅発赤穂線

11   建国記念の日 12
⑦こころの健康相談
　13：30 ～ 15：00
　ゆめトピア長船

13
②心配ごと相談
　9：00 ～ 12：00
　ゆめトピア長船

14
⑪ジョブスポットせと
　うち出張相談会
　10：00 ～ 12：00
　13：00 ～ 15：00
　牛窓支所

15 16

17
体協　第 8回瀬戸内市健
康マラソン大会
　8：30 ～（受付）
　邑久スポーツ公園野球
　場および周辺コース

18 19 20
②心配ごと相談
　9：00 ～ 12：00
　邑久町総合福祉センター
④住宅増改築相談
　9：00 ～ 15：00
　瀬戸内市役所

21
①③行政・なやみごと相談
　10：00 ～ 12：00
　瀬戸内市役所

22
①③行政・なやみごと相談
　10：00 ～ 12：00
　ゆめトピア長船
⑥離乳食講習会
　10：00 ～ 11：30
　ゆめトピア長船
⑧精神保健福祉相談
　13：30 ～ 15：00
　地域生活支援センタースマイル

23

24 25 26
⑤育児相談・すこやか歯の教室
　9：30 ～ 11：00
　ゆめトピア長船
⑦こころの健康相談
　13：30 ～ 15：00
　ゆめトピア長船

27
①③行政・なやみごと相談
　10：00 ～ 12：00
　牛窓町公民館
②心配ごと相談
　9：00 ～ 12：00
　牛窓町公民館

28
⑩わーく相談会
　13：30 ～ 16：00
　ゆめトピア長船

3/1 3/2  

生活習慣病教室

　市民病院では、毎月１回、生活習慣病教室を開催しています。
　興味のある人は、ぜひご参加ください。

▽日時　２月中旬　午前 11 時～
※申し込み時にお問い合わせください。

▽場所　瀬戸内市民病院

▽テーマ　「漢方薬Q＆ A」

▽講師　常國良一氏（常國薬局　薬剤師）

▽定員　30 人（食事付きは 24 人）

▽参加費　食事付き 500 円（食事なし 100 円）

※２月１日（金）から申し込み受付開始
■問い合わせ・申込先
　瀬戸内市民病院　☎０８６９-２２ - １２３４

あじさい講座

　在宅介護支援センターあじさいでは、地域福祉の向上を図る
ことを目的に下記のとおりあじさい講座を開催します。

▽日時　２ 月 16 日（土）　午前 10 時～午前 11 時 30 分

▽場所　あじさいのおか牛窓（牛窓町長浜 1745-1）

▽テーマ　「相続・遺言について」

▽講師　大賀宗夫氏（楷の木合同事務所　司法書士）　

▽参加費　無料（事前連絡は不要）
■問い合わせ先
　在宅介護支援センターあじさい　☎０８６９-３４ -６３６６

年金相談

　年金事務所の職員が年金の相談に応じます。相談を希望する
人は、事前にご予約ください。

▽日時　２月 21 日（木）　午前 10 時～午後３時

▽場所　ゆめトピア長船

▽相談料　無料
■問い合わせ・予約先
　岡山東年金事務所　☎０８６-２７０ - ７９２９

労働問題に関する相談

　岡山労働局では、解雇、雇止め、配置転換、賃金の引下げな
どの労働条件のほか、募集・採用、パワーハラスメントなど、
労働問題に関するあらゆる分野について、労働者、事業主どち
らからの相談でも、専門の相談員が面談、電話で受け付けてい
ます。
　パワーハラスメントについての詳細は、電話で問い合わせい
ただくか、厚生労働省「あかるい職場応援団」のホームページ
でご確認ください。

▽厚生労働省「あかるい職場応援団」ホームページ
　http://www.no-pawahara.mhlw.go.jp/
■問い合わせ・相談先
　岡山労働局総務部企画室　☎０８６-２２５ - ２０１７

石綿による健康被害の補償・救済

　家族に、肺がんや中皮腫などで亡くなった人はいませんか。
息切れ、胸が苦しいなどの症状が出ていませんか。
　石綿（アスベスト）が原因で中皮腫や肺がん、石綿肺、びま
ん性胸膜肥厚にかかった人やその遺族は、労災保険などの対象
とならない場合でも「石綿による健康被害の救済に関する法律」
により、医療費、弔慰金などの救済給付が受けられます。
　心当たりのある人は、ご相談ください。
■問い合わせ・相談先
　岡山労働局労働基準部労災補償課
　☎０８６-２２５ - ２０１９
　（独）環境再生保全機構
　☎０１２０-３８９ - ９３１
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２月納期の市税・保険料
　固定資産税【４期】　国民健康保険税【６期】
　介護保険料【６期】　後期高齢者医療保険料【４期】
※納付期限は２月 28 日（木）です。
※納付には口座振替が便利です。ぜひご利用ください。
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①１歳のお子さんの写真
　氏名、生年月日、家族（氏名、
続柄：２人まで）からのひとこと
を記入
②短歌・俳句・詩
③イベント案内の告知や募集案内
④イラスト・絵手紙
⑤瀬戸内市の風景などの写真
　写真の題名、撮影場所、撮影日
時、コメントなどを記入
★応募方法　
　住所・氏名・電話番号を明記し、
はがき・ＦＡＸ・電子メールなど
でまちづくり推進課へ送付してく
ださい。
　匿名・ペンネームを希望する場
合は、その旨もお書きください。
★留意点
　原則として、投稿していただい
た原稿や作品は返却していません。
　掲載の都合上、すべての作品を
掲載できない場合もありますの
で、あらかじめご了承ください。
■問い合わせ・応募先
　〒７０１-４２９２
　瀬戸内市邑久町尾張３００-１
　瀬戸内市役所　まちづくり推進課
　☎０８６９- ２２ - １０３１
　FAX ０８６９ - ２２ - ３３０４
　mail:hiroba@city.setouchi.lg.jp

①１歳のお子さん
氏名、生年月日

続柄：２人まで）
を記入
②短歌・俳句・詩
③イベント案内の
④イラスト・絵手
⑤瀬戸内市の風景
写真の題名、撮

時、コメントなど
★応募方法
住所・氏名・電

はがき・ＦＡＸ・
でまちづくり推進
ださい。
　匿名・ペンネー
合は、その旨もお
★留意点
原則として、投

た原稿や作品は返
　掲載の都合上、
掲載できない場合
で、あらかじめご
■問い合わせ・応
　〒７０１-４２
　瀬戸内市邑久町
瀬戸内市役所　
　☎０８６９- ２

FAX ０８６９ - ２
mail:hiroba@city.
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　国際交流を推進する会「Ｄ
デ ー ボ ッ ク

ＢＯＣ」では、活動の一環として、中
国料理教室を開催します。今回は、民族衣装を通してさまざまな国
際交流をしている藤井美智恵さんや料理の講師として候

こうえいとう

衛東さんを
招き、料理教室と民族衣装展示会を行います。
　水ギョーザほか２品の中国料理を楽しんだり、国際交流について
の話を聞いたり、色とりどりのチマ・チョゴリ、サリーなど外国の
衣装を身に着けてみませんか。
　中国茶の接待もあります。

▽日時　２月 10 日（日）
　・料理教室　午前 10 時～正午
　・試着会など　正午～午後 1時 30 分

▽場所　中央公民館（邑久）

▽参加費（料理教室）　１人 500 円

▽定員　料理教室：20 人、試着会：
　40 人（いずれも先着順）
※２月７日（木）までに申し込んでください。

▽持参する物　三角巾、布巾、エプロン
※料理を持ち帰る場合は、容器を持参してください。
■問い合わせ・申込先
　ＤＢＯＣ代表　佐藤さん　☎０８６９-２２ - ０３８８

ＤＢＯＣの中国料理教室と民族衣装展示など
国際交流を楽しみませんか

　せとうち村塾の市民大学講座を次の日程で開催します。
　今回は、中国短期大学教授の角

すみだ

田みどり氏を招き、「知っ
ていますか？　子ども・親・教師たちの今」と題して講義
を行います。
　「教育県岡山」が揺れている今日、長年の教育現場・教
育行政の豊かな経験を持つ講師から、現代の子ども・親・
教師たちの今を探る話を聞きます。ぜひご参加ください。

▽日時　２月 10 日（日）　午後１時 30 分～午後４時

▽場所　中央公民館（邑久）

▽受講料　５００円
※事前の申し込みは、不要です。
■問い合わせ先
　今吉さん　☎０８０-３８８８ - ８５０２

せとうち村塾の市民大学講座
皆さんも一緒に学びませんか

平成 24 年に開催したネパール料理教室平成 24 年に開催したネパール料理教室

っ
義

教
・

加ください。
午後４時後４時
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